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◇
書
評
に
あ
た
っ
て

　

確
か
昨
年
一
一
月
下
旬
だ
っ
た
と
思
う

が
、
元
同
僚
の
阪
井
芳
貴
さ
ん
か
ら
「
近

世
名
古
屋
の
本
を
出
版
し
た
の
で
書
評
し

て
ほ
し
い
」と
い
う
依
頼
が
あ
っ
た
。「
近

世
」
と
い
う
言
葉
に
引
っ
か
か
っ
た
が
、

親
し
い
阪
井
さ
ん
か
ら
の
依
頼
な
の
で
引

き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
送
ら
れ
て
き
た

本
を
見
る
と
、
ま
ず
色
鮮
や
か
な
表
紙
に

興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
。

早
速
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
、
カ
ラ
ー
刷
り

八
ペ
ー
ジ
の
口
絵
『
享
元
絵
巻
』
に
目
が

と
ま
っ
た
。
こ
れ
を
見
て
い
る
だ
け
で
楽

し
く
な
っ
て
き
た
。
口
絵
の
最
後
に
は
、

名
古
屋
市
博
物
館
に
よ
る
説
明
が
あ
っ
た
。

「
尾
張
藩
七
代
藩
主
で
あ
っ
た
徳
川
宗
春

の
治
世
、
享
保
一
七
年
（
一
七
三
二
）
か

ら
享
保
二
一
年
頃
の
本
町
通
り
の
に
ぎ
わ

い
を
描
く
。
右
端
の
広
小
路
よ
り
左
に
進

む
に
連
れ
て
南
下
す
る
構
図
で
、
季
節
も

春
か
ら
秋
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
芝
居
や

遊
郭
で
賑
わ
う
盛
り
場
、
南
寺
町
の
様
子

が
よ
く
わ
か
る
。
小
売
り
の
店
先
、
食
べ

物
屋
、
呼
び
込
み
看
板
、
参
詣
者
で
賑
わ

う
寺
社
境
内
と
芝
居
小
屋
、
参
道
の
見
世

物
小
屋
な
ど
が
描
か
れ
、
当
時
の
風
俗
を

知
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。」

　

こ
の
口
絵
を
何
回
も
見
な
が
ら
、
本
書

を
ど
の
よ
う
に
書
評
す
る
か
を
考
え
た
が
、

ど
う
も
「
名
案
」
が
浮
か
ば
な
い
。
ふ
つ

う
の
書
評
で
は
本
書
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
思
う
が
、
と
り
あ
え
ず
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
に
本
書
を
簡
潔
に
紹
介
す
る
こ
と
か
ら

始
め
た
い
。

◇
本
書
の
趣
旨
と
構
成

　

本
書
は
名
古
屋
市
立
大
学
人
間
文
化
研

究
叢
書
別
冊
E
S
D
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
3

で
、
人
文
社
会
学
部
の
ス
タ
ッ
フ
（
阪
井

芳
貴
、
吉
田
一
彦
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
バ
ス

キ
ン
ド
、
土
屋
有
里
子
）
四
人
が
編
者
で

あ
る
。
初
代
E
S
D
基
礎
科
目
の
中
で

も
、
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し
て
新
聞

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
世
界
の
中
の
日

本
文
化
」
二
〇
一
七
年
度
の
実
践
報
告
で

あ
る
。

　

本
書
は
次
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
第
一
部
「
教
員
の
視
座
か
ら
」
は
、

E
S
D
基
礎
科
目
「
世
界
の
中
の
日
本

文
化
」、『
享
元
絵
巻
』
と
は
何
か
、『
享

元
絵
巻
』
の
魅
力
、『
享
元
絵
巻
』
が
描

く
近
世
名
古
屋
の
賑
わ
い
、
と
題
し
て
四

人
の
担
当
教
員
が
論
じ
て
い
る
。
第
二

部
「
受
講
学
生
の
成
果
」
は
、
絵
巻
文
化

と
『
享
元
絵
巻
』、
櫓
、
遊
郭
、
名
古
屋

心
中
―
睦
月
連
理
玉
椿
、
近
世
日
本
の
衣

服
、
世
界
の
中
の
日
本
屋
台
、
東
輪
寺
と

東
本
願
寺
掛
所
、
伊
勢
大
神
楽
の
各
班
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
紹
介
な
ど
で
あ

る
。
第
三
部
「
E
S
D
の
視
座
か
ら
」
は
、

E
S
D
教
育
の
成
果
と
展
望
な
ど
を
担

当
教
員
が
綴
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
講
義
の
実
践
報
告
で
あ
る
本

書
を
ど
の
よ
う
に
書
評
す
る
か
、
正
直
な

と
こ
ろ
頭
を
悩
ま
し
た
。
迷
い
な
が
ら
も
、

次
の
三
点
か
ら
本
書
に
つ
い
て
辛
口
コ
メ

ン
ト
を
加
え
な
が
ら
、
私
な
り
に
書
評
し

て
い
き
た
い
。

◇
教
材
と
し
て
の
『
享
元
絵
巻
』

　

二
〇
一
七
年
度
の
「
世
界
の
中
の
日
本

文
化
」
は
、
す
べ
て
の
履
修
者
に
『
享
元

絵
巻
』
の
共
同
研
究
に
取
り
組
ま
せ
、
こ

の
授
業
全
体
で
『
享
元
絵
巻
』
の
共
同
研

究
を
遂
行
し
た
。
そ
の
結
果
、
担
当
教
員

た
ち
の
期
待
以
上
の
興
味
深
い
研
究
成
果

が
得
ら
れ
、
近
世
名
古
屋
研
究
、『
享
元

絵
巻
』
研
究
、
近
世
名
古
屋
を
踏
ま
え
た

現
代
名
古
屋
の
考
究
、
な
ど
に
一
石
を
投

じ
る
も
の
と
評
価
さ
れ
た
、
と
し
て
い
る
。

確
か
に
本
書
を
読
ん
で
感
じ
る
の
は
、『
享

元
絵
巻
』
の
魅
力
に
引
き
付
け
ら
れ
た
学

生
と
教
員
に
よ
る
協
働
の
「
研
究
成
果
」

で
あ
る
。
本
書
か
ら
『
享
元
絵
巻
』
の
魅

力
を
紹
介
し
よ
う
。

　

徳
川
宗
春
の
治
世
下
で
繁
栄
し
た
名
古

屋
の
街
を
描
い
た
の
が
『
享
元
絵
巻
」
で

あ
る
。
紙
本
着
色
、
縦
五
六
・
五
㎝
、
横

三
七
二
㎝
の
長
い
巻
物
一
巻
で
あ
る
。
通

常
絵
巻
と
言
う
と
、絵
画
部
分
と
詞
書（
文

章
）
部
分
が
交
互
に
表
れ
る
も
の
を
想
像

す
る
が
、『
享
元
絵
巻
』
に
詞
書
は
な
く
、

豪
華
絢
爛
な
絵
画
一
色
で
占
め
ら
れ
て
い

る
。
絵
巻
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
『
洛
中

洛
外
図
屏
風
』
や
『
江
戸
図
屏
風
』
に
な

ら
ぶ
風
俗
画
、
屏
風
と
言
っ
た
方
が
適
切

か
も
し
れ
な
い
。
収
納
さ
れ
て
い
た
桐
箱

の
蓋
裏
に
は
「
絵
記
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

当
初
か
ら
「
絵
巻
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
か

ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
原
本
は
保
存
の

問
題
も
あ
り
一
般
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
名
古
屋
市
博
物
館
に
は
忠
実

な
複
製
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
原
本
の

制
作
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代

中
期
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
絵
巻
に
は
、
実
に
様
々
な
も
の
が

描
か
れ
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
目
立
つ
の

が
寺
と
神
社
で
あ
る
。
画
面
の
中
央
部
に

は
、
七
寺
の
堂
塔
と
境
内
の
賑
わ
い
が
大
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き
く
描
か
れ
、
そ
の
す
ぐ
右
隣
に
大
須
観

音
と
そ
の
参
道
の
大
混
雑
が
描
か
れ
て
い

る
。
七
寺
や
大
須
観
音
で
は
、
境
内
に
芝

居
小
屋
が
作
ら
れ
、
歌
舞
伎
芝
居
や
浄
瑠

璃
が
行
な
わ
れ
て
大
勢
の
お
客
が
つ
め
か

け
た
。
境
内
に
は
櫓
が
あ
が
り
、
役
者
や

浄
瑠
璃
の
太
夫
の
名
が
記
さ
れ
た
看
板

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。『
享
元
絵
巻
』
が

描
く
本
町
通
、
寺
社
、
芝
居
小
屋
、
遊
郭
、

大
道
芸
な
ど
の
賑
わ
い
は
、
都
市
の
文
化

と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
る
象
徴
的
な
風
景

と
評
価
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
『
享
元
絵
巻
』
の
こ
れ
ま
で

の
研
究
の
到
達
点
、
と
く
に
教
員
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
共
同
研
究
の
成
果
に
つ
い
て
、

本
書
で
ま
と
ま
っ
た
指
摘
が
あ
れ
ば
良

か
っ
た
の
だ
が
。
二
〇
一
七
年
度
の
授
業

で
は
『
享
元
絵
巻
』
を
題
材
に
し
て
、
共

同
研
究
を
進
め
る
独
創
的
な
方
式
が
と
ら

れ
た
が
、
と
り
わ
け
「
世
界
の
中
の
日
本

文
化
」
と
い
う
共
通
テ
ー
マ
と
『
享
元
絵

巻
』
と
の
関
係
、
受
講
生
の
関
心
・
理
解

な
ど
も
知
り
た
か
っ
た
。

◇
E
S
D
と
し
て
の
成
果
と
課
題

　

本
書
は
E
S
D
と
い
う
教
育
理
念
に

も
と
づ
く
「
教
育
実
践
の
記
録
」
で
あ

る
。
E
S
D
は
「
持
続
可
能
な
開
発
（
発

展
）
の
た
め
の
教
育
」
な
ど
と
訳
さ
れ
る

が
、
そ
れ
を
名
古
屋
市
立
人
文
社
会
学
部

は
教
育
の
柱
と
し
て
位
置
つ
け
て
き
た
。

私
も
早
い
段
階
か
ら
E
S
D
教
育
に
つ

い
て
学
部
で
の
議
論
に
参
加
し
て
き
た
が
、

実
際
に
E
S
D
科
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た

の
は
退
職
一
年
前
の
二
〇
一
三
年
度
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
数
年

に
わ
た
る
E
S
D
教
育
を
評
価
す
る
の

は
難
し
い
が
、
本
書
を
書
評
す
る
な
か
で

E
S
D
教
育
の
成
果
と
課
題
を
考
え
て

み
た
い
。

　

編
者
の
吉
田
一
彦
さ
ん
は
、
こ
の
「
世

界
の
中
の
日
本
文
化
」
と
い
う
授
業
に
は

三
つ
の
特
色
が
あ
っ
た
と
思
う
と
書
い
て

い
る
。
第
一
は
、
大
学
と
博
物
館
と
が
連

携
し
、
学
校
教
育
機
関
と
社
会
教
育
機
関

と
が
一
体
と
な
っ
て
授
業
を
実
施
し
た
こ

と
で
あ
る
。
第
二
は
、
学
生
が
自
ら
調

査
、
研
究
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
な

い
、
研
究
成
果
を
発
表
す
る
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
形
式

の
授
業
を
行
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三

は
、
研
究
テ
ー
マ
が
地
域
の
文
化
・
歴
史

で
あ
る
か
ら
、
学
生
は
教
室
か
ら
、
そ
し

て
博
物
館
か
ら
も
外
へ
出
て
、
現
地
を
歩

き
、
現
地
の
方
々
を
訪
問
し
て
お
話
し
を

伺
い
、
あ
る
い
は
関
係
す
る
地
域
の
資
料

を
読
み
解
い
て
研
究
を
ま
と
め
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
授
業
は
、〈
地
域
を
学
び
、

地
域
に
学
ぶ
〉
地
域
連
携
学
習
の
科
目
と

な
っ
た
。

　

吉
田
さ
ん
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の

科
目
は
名
古
屋
市
博
物
館
と
の
連
携
か

ら
始
ま
り
、
E
S
D
教
育
を
早
い
段
階

か
ら
進
め
て
き
た
。
博
物
館
と
の
連
携
は

一
〇
年
近
く
の
歴
史
が
あ
る
。「
社
会
調

査
実
習
」
阪
井
班
な
ど
多
く
の
受
講
生
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
の
献
身
的
な
努
力
に
よ

り
、
大
学
近
く
の
博
物
館
と
の
連
携
、
協

働
の
作
業
が
実
践
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
成

果
が
、
今
回
の
E
S
D
科
目
に
も
継
承

さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
書
で
扱
っ
て
い
る
E
S
D

科
目
と
し
て
の
二
〇
一
七
年
度
の
授
業
を

ど
う
評
価
す
る
か
。
こ
れ
は
本
書
の
書
評

に
直
接
関
わ
る
問
題
で
も
あ
る
。
担
当
し

た
編
者
の
バ
ス
キ
ン
ド
さ
ん
も
、「
こ
の

講
義
の
醍
醐
味
は
学
生
の
発
表
で
教
員
も

勉
強
に
な
る
」
な
ど
と
評
価
す
る
。
確
か

に
、
第
二
部
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
学
生
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
、
学
生
な
ら

で
は
の
示
唆
に
富
む
指
摘
が
い
く
つ
か
あ

る
。
参
考
に
な
る
こ
と
も
多
い
。
学
生
の

「
プ
レ
ゼ
ン
」
は
う
ま
い
が
、
本
書
の
よ

う
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
紹
介
だ
け
で
は
、

な
か
な
か
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
と
り
わ
け

授
業
で
苦
労
し
な
が
ら
学
ん
だ
こ
と
、
受

講
す
る
前
と
後
で
の
変
化
を
知
り
た
か
っ

た
。
一
人
の
学
生
の
示
唆
に
富
む
「
自
己

評
価
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
E
S
D

教
育
を
評
価
す
る
う
え
で
は
少
な
す
ぎ
る
。

学
生
か
ら
意
見
を
集
約
す
る
の
は
困
難
と

は
思
う
が
、
残
念
な
が
ら
本
書
に
や
や
物

足
り
な
さ
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

E
S
D
教
育
の
成
果
が
、
そ
の
後
の
専

門
教
育
や
ゼ
ミ
・
卒
論
な
ど
学
生
生
活
に

ど
の
よ
う
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
か
も

知
り
た
い
。
ぜ
ひ
「
検
証
」
作
業
を
期
待

し
た
い
。

◇
現
代
名
古
屋
へ
の
視
座

　

編
者
の
土
屋
有
里
子
さ
ん
は
、『
享
元

絵
巻
』
の
前
に
し
ば
し
た
た
ず
み
、
名
古

屋
と
い
う
町
の
真
価
と
可
能
性
を
、
過
去

か
ら
教
え
て
も
ら
う
の
も
良
い
か
も
し
れ

な
い
、
と
書
い
て
い
る
。
じ
つ
は
私
の
関

心
は
現
代
名
古
屋
で
あ
る
。
で
も
本
書
を

じ
っ
く
り
読
み
、『
享
元
絵
巻
』
が
描
く

江
戸
時
代
の
活
気
あ
ふ
れ
る
名
古
屋
か
ら
、

多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
バ
ス
キ
ン
ド
さ

ん
も
、
こ
の
講
義
か
ら
の
何
よ
り
の
収
穫

と
言
え
ば
、『
享
元
絵
巻
』
を
研
究
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
ず
か
な
が
ら
、
近
世

の
日
本
の
全
体
像
が
よ
り
は
っ
き
り
見
え

る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
す
る
と
。

　

先
述
の
よ
う
に
『
享
元
絵
巻
』
の
共
同

研
究
に
よ
り
、
近
世
名
古
屋
を
踏
ま
え
た

現
代
名
古
屋
の
考
究
に
一
石
を
投
じ
る
も

の
と
評
価
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
具

体
的
に
、
ど
の
よ
う
に
現
代
名
古
屋
の
考

究
に
一
石
を
投
じ
た
の
か
、「
現
代
名
古

屋
へ
の
視
座
」
を
も
っ
と
知
り
た
か
っ
た
。

E
S
D
教
育
の
実
践
報
告
で
あ
る
本
書

に
対
し
て
、
無
理
な
注
文
だ
ろ
う
か
。
本

書
の
書
評
と
い
う
よ
り
は
、私
の
「
思
い
」

も
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

こ
と
し
も
「
名
古
屋
市
高
年
大
学
専
門

講
座
」
を
担
当
し
た
。
私
の
退
職
後
の
楽

し
み
で
も
あ
る
。
テ
ー
マ
は
「
名
古
屋
の

ま
ち
づ
く
り
と
都
市
魅
力
」
で
あ
り
、
最

初
に
取
り
あ
げ
る
の
が
、
名
古
屋
市
観
光

文
化
交
流
局
に
よ
る
都
市
ブ
ラ
ン
ド
イ

メ
ー
ジ
調
査
結
果
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
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七
月
に
実
施
さ
れ
た
調
査
で
再
び
、
名
古

屋
は
国
内
主
要
八
都
市
で
「
行
き
た
く
な

い
」
街
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。
こ
ん
な
「
評
価
」

を
ど
う
思
う
か
を
受
講
者
に
問
う
。
大
半

の
受
講
者
は
、
こ
ん
な
結
果
に
「
納
得
」

す
る
。
名
古
屋
に
は
魅
力
が
な
い
と
、
多

く
の
名
古
屋
人
が
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

　

私
は
吉
田
さ
ん
や
阪
井
さ
ん
ら
と
総

合
科
目
「
名
古
屋
と
観
光
」
を
担
当
し
、

二
〇
一
三
年
に
は
共
著
『
名
古
屋
の
観
光

力　

歴
史
・
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
か
ら
の

ま
な
ざ
し
』
を
出
版
し
た
。「
名
古
屋
の

観
光
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」
作
成
に
も
関
わ
っ

た
の
で
、
都
市
魅
力
調
査
の
結
果
に
は
残

念
な
思
い
で
あ
る
。『
享
元
絵
巻
』
を
学

ん
だ
受
講
生
が
、
今
の
名
古
屋
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
聞
き
た
い
も
の
だ
。

　
『
享
元
絵
巻
』
に
は
、
江
戸
時
代
の
名

古
屋
の
魅
力
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
。「
語

り
た
く
な
る
ま
ち
名
古
屋
」
の
実
現
を
め

ざ
し
て
、
と
題
し
た
名
古
屋
歴
史
ま
ち
づ

く
り
戦
略
も
策
定
さ
れ
て
い
る
。
近
世
か

ら
現
代
へ
、
名
古
屋
の
歴
史
と
魅
力
を
語

り
た
く
な
る
企
画
が
ほ
し
い
。『
享
元
絵

巻
』
と
E
S
D
教
育
の
実
践
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
多
い
こ
と
を
、
書
評
を
つ
う
じ
て

学
ん
だ
。
多
く
の
人
に
本
書
を
読
ん
で
も

ら
い
た
い
。


